
令和７年度入学生 キャリア教育全体計画 
 
 

 

１全 体 目 標 

○生徒一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す 

 
２ 現状・課題 

少子高齢化や人口減少、産業のグローバル化等、社会の変化が著しい。また、人工知能の進展が働き方を大きく

変えようとしている。就職希望者が約半数を占める社会と直結した工業高校として、教育活動全体を通してキャリ

ア教育を推進していく必要がある。特に、自己理解の深化、勤労観、職業観の確立、社会への試行的参加を通し

て将来設計の立案と社会的移行の準備を積極的に進めていくこと、さらには、他者と協働して主体的に課題を解

決する力の育成等が重要であると考えている。 

 
３ つけたい力 
【基礎的・汎用的能力】 人間関係形成・社会形成能力、自己理解・自己管理能力、課題対応能力、キャリアプランニング能力を含める。学校で言い換えた力でもよい。 

a 自己の役割を果たしながら他者と協働し、今後の社会を積極的に形成しようとする力 

b 自己の可能性を肯定的に捉えながら、主体的に行動し、成長のために進んで学ぼうとする力 

c 様々な課題を発見・分析し、他者と協働しながら適切な計画を立てて解決しようとする力 

ｄ 学ぶこと・働くことの意義や役割について理解し、自ら主体的に判断してキャリアを形成していく力 

 
４ 内 容 

指導項目 指導方針 〈対応する項目〉 

①自己の在り方、生き方を考え、社会

参画の意識を醸成する 

②仕事や社会で必要となる力（基礎

的･汎用的能力）を育む 

③様々な学習や体験を通して勤労観、

職業観の形成を促す 

④卒業後の進路を選択し、職業を通し

てどう社会と関わり、どう生きたいの

かを構想し続ける力を育む 

＜キャリア教育を「人間力」の育成ととらえ教育活動全体を通して推進する＞ 

【教育活動のあらゆる場面で対話を重視する】 

ア 基本的生活習慣の確立・清掃活動の徹底・あいさつの励行 ①② 

イ 他者理解・集団行動の規範意識・コミュニケーション力の向上 ①② 

ウ 長工生としての自覚・社会的常識の定着・自律した行動 ②③ 

エ 基礎学力の定着・専門性の向上・家庭学習の定着 ②③ 

オ 班活動の推進・資格取得 ①②③④ 

カ 探究・協働・課題発見・主体的な課題解決 ①②③④ 

キ 企業連携・高大連携・地域連携 ①②③④ 

ク 進路指導・オープンキャンパス・進路情報の収集 ①③④ 

 

指導場面等 指導計画・キャリア教育の視点等 〈実施学年〉 

教科の授業 
・「工業技術基礎」における学科横断の学びにより、専門力の基盤を形成する。〈１年〉 

・「課題研究」を通して専門的な知識・技能の深化をはかるとともに課題解決力を養う。〈３年〉 

総合的な探究の時間 

・探究的な学びを通して、自己理解・社会理解を深める。<2 年> 

・就業体験の結果をまとめて発表する活動を通して自己のキャリア形成に資する。〈２年〉 

・金融リテラシー教育、起業家教育を通して自己の将来設計に資する。<２年> 

特別活動 
・産業フェア、ビジネスフェアに参加し、勤労観・職業観育成の端緒とする。〈１～２年〉 

・課題研究発表会を視聴し、専門的な探究活動への意識付けを行う。〈１〜２年〉 

企業連携 

校外の体験活動 

・地域企業において就業体験・企業見学を実施し、勤労観・職業観を育む。〈１～２年〉 

・企業技術者から専門技術を学び、専門的な知識・技能の深化をはかる。<３年> 

高大連携 
・信州大学工学部、公立諏訪東京理科大学の先生方に指導を受けながら、１年間にわたって

専門的な研究活動を行い、論理的思考力、創造力を培う。〈３年〉 

進路指導 
・自らの学習状況やキャリア形成を振り返りながら自己理解を深めるとともに、他者からのアド

バイスを得ながら自己の進路を主体的に決定していく。<１～３年> 
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５  学年別指導計画 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 

目 

標 

○基本的生活習慣を確立する 

〇広く工業の専門技術を知る 

○地域の企業を知る 

○勤労観・職業観を醸成する 

〇探究的な活動を推進する 

○自己理解・社会理解を図る 

○適性に合った進路を選択する 

○課題解決型の学習を深める 

〇外部機関と連携した活動の充

実を図る 

主 

な 

取 

組 

○あいさつや清掃等の日常の生徒指

導の充実 

〇専門学科を横断した学習 

○産業フェア 

 

○総合的な探究の時間 

〇就業体験 ・ 業界理解 

○ビジネスフェア 

〇金融リテラシー教育 

〇起業家教育 

○課題研究 

○課題研究発表会 

〇高大連携 

〇企業連携 

○応募前企業見学 

評 

価 

・産業フェア報告書 

・課題研究発表会アンケート 
・総合的な探究の時間の活動 

・就業体験報告書 

・ビジネスフェア報告書 

・課題研究発表 

・課題研究報告書 

・進路ポートフォリオ 

＊就業体験活動、校外活動は□で囲む 

 教  科 特別活動 
企業連携 

高大連携 
その他 (面接･評価等) 

 

 

 

１ 

 

年 

4  工業技術基礎 

5  
資格取得（年間） 

班活動（年間） 
 基礎力診断テスト 

夏休 
8 
9 

   

10 産業フェア  産業フェア報告書 

 

2   学科を横断した学習 課題研究発表会（視聴）  発表会アンケート 

 

 

 

 

２ 

 

年 

4  総合的な探究の時間  

5   自己理解・社会理解 

資格取得（年間） 

班活動（年間） 

ビジネスフェア 

 

就業体験受入れ準備 
基礎力診断テスト 

 

ビジネスフェア報告書 

夏休     

9   体験報告書の作成 

 

 

就業体験（２～５日） 

就業体験報告書 

 

10   発表 

    業界理解 

1     金融リテラシー教育 

 

 
  

   起業家教育 課題研究発表会（視聴）  発表会アンケート 

 

 

 

 

 
３ 

 

年 

4 課題研究 

  

7 

資格取得（年間） 

班活動（年間） 
 

高大連携、企業連携（年間） 

 

研究活動（製作・実験等） 

基礎力診断テスト 

夏休   応募前企業見学 見学会報告書 

9  

12  課題研究発表準備 
  

報告書 

 

1   各科別課題研究発表会 

  課題研究発表会（全体）  
  

発表 
 

発表会アンケート 

 


